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下諏訪町の歴史的風致とは何か
国の認定を受け
　諸施策を推進して

います

地
域
固
有
の
歴
史
、伝
統
と
一体
と
な
っ
た
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

■「歴史的風致」とは・・・
　地域固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われる歴史
上価値の高い建造物及びその周辺の市街地が一体となって形成してきた良好な
市街地の環境をいい、ハードとしての建造物とソフトとしての人々の活動をあ
わせた概念です。
　下諏訪町は、この歴史的風致を維持向上するための計画が平成21年３月に国
の認定を受けたことに伴い様々な諸施策を展開しています。

　

下
諏
訪
町
は
、
中
山
道
と
甲
州
道
中
が
合
流
す
る
交
通
の
要
衝
で

あ
り
、
中
山
道
随
一
の
温
泉
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
全
国
に
一
万
余

の
分
社
を
持
つ
諏
訪
神
社
下
社
の
門
前
町
と
し
て
歴
史
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
国
重
要
文
化
財
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
と
春
宮

の
門
前
の
温
泉
宿
場
町
を
舞
台
に
、
千
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

式
年
造
営
御
柱
大
祭
を
は
じ
め
と
し
た
祭
礼
の
伝
統
文
化
を
受
け
継

い
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
下
諏
訪
町
固
有
の
歴
史
的
風
致
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
実
行
に
よ
り
こ
れ
ら
下
諏
訪
町
の
歴

史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
計
画
期
間　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度

■
下
諏
訪
町
の
歴
史
的
風
致

　

下
諏
訪
町
に
見
ら
れ
る
歴
史
的
風
致
に
は
・
諏
訪
大
社
式
年
造
営

御
柱
大
祭
の
歴
史
的
風
致
・
諏
訪
大
社
下
社
遷
座
祭
の
歴
史
的
風
致

・
道
中
長
持
ち
の
歴
史
的
風
致
・
騎
馬
行
列
の
歴
史
的
風
致
・
小
宮

祭
の
歴
史
的
風
致
が
あ
り
ま
す
。

■
重
点
区
域　

三
角
八
丁
及
び
そ
の
周
辺
の
区
域

■
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
に
必
要
な
事
項

　

文
化
財
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用
を
通
じ
て
下
諏
訪
町
の

歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
事
業
名
】

一 

伏
見
屋
邸（
旧
中
村
邸
）復
元
修
理
事
業

二 

景
観
計
画
策
定
事
業

三 

騎
馬
保
存
会
支
援
事
業

四 

町
道
石
仏
道
線
他
美
装
化
事
業

五 

案
内
施
設
整
備
事
業

　

下
諏
訪
町
内
で
外
観
な
ど
を
見
る
こ
と
の
で
き
る

建
造
物
等
の
文
化
財
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
が
七

棟
、
県
指
定
文
化
財
が
一
件
、
町
指
定
の
文
化
財
が

二
十
二
件
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
歴
史
や
民
俗
を

伝
え
る
歴
史
的
建
造
物
が
多
数
あ
り
ま
す
。

◇
国
指
定
文
化
財

【
建
造
物
】
○
諏
訪
大
社
下
社
秋
宮
弊
拝
殿
・
左
右

片
拝
殿
、
神
楽
殿
○
春
宮
弊
拝
殿
、
左
右
片
拝
殿

◇
県
指
定
文
化
財

【
史
跡
】
○
青
塚
古
墳

◇
町
指
定
文
化
財

【
史
跡
】
○
浪
人
塚
○
樋
橋
茶
屋
本
陣
跡
○
中
山
道

一
里
塚
○
魁
塚
○
旧
犬
射
馬
場
四
至
ノ
標
石
○
ジ
ジ

穴
・
バ
バ
穴
○
西
餅
屋
茶
屋
跡
○
下
諏
訪
宿
本
陣
遺

構
○
尾
掛
松

【
建
造
物
】
○
東
山
田
行
屋
○
熊
野
神
社
本
殿
○
春

宮
下
馬
橋
○
慈
雲
寺
本
堂
○
島
木
赤
彦
住
居
○
銕
焼

地
尊
堂

　

な
ど
で
す
。

●
諏
訪
大
社
式
年
造
営
御
柱
大
祭

（
す
わ
た
い
し
ゃ
し
き
ね
ん
ぞ
う
え
い
み
は
し
ら
た
い
さ
い
）

　

式
年
造
営
御
柱
大
祭
は
「
御
柱
祭（
お
ん
ば
し
ら
）」

と
よ
ば
れ
、
諏
訪
大
社
の
諸
祭
事
の
中
で
寅
年
と
申

年
に
行
わ
れ
る
大
祭
で
す
。
そ
の
年
は
御
宝
殿
の
建

て
か
え
と
、
そ
の
四
隅
に
氏
子
に
よ
っ
て
御
柱
と
よ

ば
れ
る
大
木
を
曳
き
建
て
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

下
社
で
は
、「
山
出
し
」
が
四
月
の
三
日
間
、「
里

曳
き
」
を
五
月
の
三
日
間
行
わ
れ
、
町
内
に
は
道
中

長
持
ち
や
騎
馬
行
列
な
ど
の
神
賑
わ
い
の
催
し
物
が

繰
り
出
さ
れ
ま
す
。

●
遷
座
祭
（
せ
ん
ざ
さ
い
）

　

諏
訪
大
社
で
は
、
御
祭
神
の
御
神
座
が
半
年
ご
と

に
移
動
す
る
と
い
う
他
の
神
社
に
は
見
ら
れ
な
い
古

来
の
祭
祀
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
二
月
一
日
に
遷
座

の
行
列
が
秋
宮
か
ら
春
宮
へ
向
か
い
、
八
月
一
日
に

は
春
宮
か
ら
秋
宮
へ
遷
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
お
舟
祭
り
（
お
ふ
ね
ま
つ
り
）

　

八
月
一
日
に
行
わ
れ
る
遷
座
祭
の
儀
に
続
い
て
、

青
柴
で
作
っ
た
大
き
な
柴
舟
が
当
番
地
区
の
氏
子
に

よ
っ
て
春
宮
か
ら
秋
宮
へ
曳
行
さ
れ
ま
す
。
お
舟
祭

り
で
は
道
中
長
持
ち
な
ど
の
催
し
物
も
繰
り
出
し
ま
す
。

●
小
宮
（
こ
み
や
）
御
柱
祭

　

諏
訪
大
社
式
年
造
営
御
柱
大
祭
が
終
了
す
る
と
各

地
区
に
あ
る
神
社（
小
宮
）で
行
わ
れ
る
御
柱
祭
で
す
。

各
地
区
の
ほ
か
に
も
講
・
マ
キ
・
小
学
校
・
企
業
な

ど
の
組
織
で
も
御
柱
祭
を
行
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

祭
神
に
区
別
な
く
道
祖
神
に
も
建
て
ら
れ
ま
す
。

「
静
と
動
」
の
町
独
自
の
歴
史
的
風
致
を
形
成

　

御
柱
祭
山
出
し
祭
で
御
柱
が
通
過
す
る
萩
倉
集
落

は
、
日
常
は
静
寂
な
農
村
住
宅
街
で
す
が
七
年
に
一

度
の
御
柱
祭
の
山
出
し
祭
の
三
日
間
は
、
御
柱
街
道

の
沿
道
の
家
々
は
親
戚
、
知
人
が
こ
の
祭
に
招
か
れ

た
り
、
手
伝
い
に
頼
ま
れ
た
り
、
里
の
町
内
の
休
憩

所
（
お
宿
）
と
な
っ
た
り
し
て
、
ご
馳
走
が
並
べ
ら

れ
大
変
な
賑
わ
い
に
な
り
、
御
柱
祭
の
熱
気
が
あ
ふ

れ
ま
す
。

　

里
曳
き
祭
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
「
人
を
見
る
な

ら
諏
訪
の
御
柱
」
の
言
葉
ど
お
り
の
雑
踏
に
埋
め
尽

く
さ
れ
熱
気
と
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
一
方
、
中
山

道
沿
い
の
往
時
の
面
影
を
残
す
伏
見
屋
邸
な
ど
の
街

並
み
を
厳
粛
な
「
御
柱
迎
え
」
が
粛
々
と
行
列
す
る

風
情
は
、
熱
気
と
活
気
溢
れ

る
御
柱
の
曳
行
の
場
面
と
は

異
な
る
る
情
緒
を
伝
え
る
情

景
で
す
。
御
柱
祭
が
終
わ
る

と
春
宮
と
秋
宮
の
社
は
厳
粛

な
神
域
の
静
寂
に
包
ま
れ
竪

繁
格
子
の
街
並
み
に
は
人
々

の
普
段
の
営
み
が
戻
り
、
御

柱
祭
の
盛
況
が
夢
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
落
ち
着
い

た
温
泉
宿
場
町
の
風
情
が
再
来
し
、
静
と
動
の
下
諏

訪
町
独
自
の
歴
史
的
風
致
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
に
生
ま
れ
た
者
は
先
祖
代
々
諏
訪
の
お
明
神

様
の
氏
子
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

こ
の
意
識
は
諸
建
物
の
四
隅
に
巨
大
な
柱
を
立
て
る

御
柱
祭
に
良
く
表
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
御
柱
祭
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
も

っ
て
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
諏
訪
大
社
の
門
前
町
か
つ
中

山
道
と
甲
州
道
中
の
宿
場
町
の
環
境
こ
そ
、
諏
訪
大

社
式
年
造
営
御
柱
大
祭
の
歴
史
的
風
致
と
い
え
ま
す
。

下
諏
訪
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
概
要

●下諏訪町の維持・向上すべき歴史的風致①

●下諏訪町の維持・向上すべき歴史的風致②

●諏訪大社式年造営御柱大祭の歴史的風致

□町の文化財等と歴史的な建造物の状況

□下諏訪町で行われるお祭りの概要

□諏訪大社の祭礼に係わる歴史的風致


